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· ITU-T  RECOMMENDATION  P.800

Methods for subjective determination of transmission quality

「電話音声の音質主観評価法」についての勧告。

コメント; IEC PT62251は、客観測定が規定範囲であり、直接の関連はない。

· ITU-T  RECOMMENDATION  P.910
SUBJECTIVE VIDEO QUALITY ASSESSMENT METHODS FOR MULTIMEDIA APPLICATIONS
「マルチメディアの画質主観評価法」についての勧告。

コメント; IEC PT62251は、客観測定が規定範囲であり、直接の関連はない。

· ITU-T  RECOMMENDATION  P.920

Interactive Test Method for Audiovisual Communications
「オーディオビジュアル通信のインタラクティブテスト法」についての勧告。

コメント; 上記勧告は主観評価法について記載されている模様 (再確認の必要あり) 。そうであれば、IEC PT62251は、客観測定が規定範囲であり、直接の関連はない。

· ITU-T  RECOMMENDATION  P.930
PRINCIPLES OF A REFERENCE IMPAIRMENT SYSTEM FOR VIDEO
「ビデオ系の参照劣化システムの原理」についての勧告。

ビデオ符号化などで発生する画質劣化に対応した、参照劣化画像作成法を示したもの。

· 画質主観評価で、全ての劣化範囲の品質提示を可能とする参照画像。。

· 主観評価テスト結果を比べるための参照画像。

· 既知の参照画像により、ビデオシステムの知覚画質を測定。

コメント; 上記勧告は参照劣化画像作成法を示したもので、客観測定法を示したものではないが、IEC PT62251では客観測定の参照画像作成、比較画像として利用が可能と思われる。

· ITU-T  RECOMMENDATION  G.113
TRANSMISSION IMPAIRMENTS
「電話通信品質に影響する伝送劣化」の勧告。減衰劣化、回路雑音、符号歪、群遅延、単方向遅延、話者エコーのパラメータを考察している。

従来のデジタル伝送に応用可能な”the quantization distortion method”とLD-CELP, VSELP, RPE-LTP, CELPなどの符号化にに応用可能な”the equipment impairment factor method”について記載。また、個々の劣化要因の和から全劣化値Itotの計算法を記載。




Itot    Io    Iq    Idte    Idd    Ie
(7.1)
Io
represents impairments caused by non-optimum overall loudness rating OLR and/or high circuit noise.

Iq
represents impairment caused by PCM type quantizing distortion. 



NOTE 1 – Io and Iq are caused by impairments occurring simultaneously with speech.

Idte
represents impairments caused by talker echo.

Idd
speech communication difficulties caused by long one-way transmission times. 



NOTE 2 – Idte and Idd are caused by impairments which appear delayed with regard to the voice signal.
Ie
represents transmission impairments caused by special equipment in the connection, in particular non‑waveform low-bit-rate codecs.

コメント; 上記勧告は電話品質に関連する、個々の劣化要因と全劣化値を示しており、IEC PT62251では電話音声品質の客観測定として利用または参考となりそうである。

· ITU-T  RECOMMENDATION  P.861
OBJECTIVE QUALITY MEASUREMENT OF TELEPHONE-BAND (300-3400 Hz) SPEECH CODECS
「電話帯域(300-3400Hz)のスピーチ符号化の客観測定法」の勧告。PSQM(Perceptual Speech Quality Measure)と呼ばれる原音と符号化音の2入力信号から、符号化音の主観的音質に相当する客観音質を測定する方法。入力レベル、話者、ビットレート、などのスピーチ符号化の主観音質への影響を評価できる。

コメント; 上記勧告は電話帯域(300-3400Hz)のスピーチ符号化の客観測定法であり、IEC PT62251では電話音声品質の客観測定として利用または参考となりそうである。

· DRAFT NEW RECOMMENDATION J.144 (J.FULLREF)

OBJECTIVE PERCEPTUAL VIDEO QUALITY MEASUREMENT TECHNIQUES FOR DIGITAL CABLE TELEVISION IN THE PRESENCE OF A FULL REFERENCE
「デジタルケーブルテレビのための、原画が利用できる場合の客観知覚画質測定法」の勧告案。VQEGでの客観画質測定法の審議を元に作成した勧告案。一つの方式に絞り込むことができず、客観画質測定法の選択ガイドラインとしている。AppendixにVQEGに提案の方式の情報文書。

コメント; 同SGで紹介しているVQEG活動に基づいた勧告案。一つの方式に絞り込むことができず、PSNRで同程度の測定が可能。IEC PT62251では参考の取り扱いか。







